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観測ネットワーク

H21年度は２９局（地点）、２４機関が参加

陸別環境研
観測点落石岬 落石岬
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環境研4局で観測されたUV-A, Bと日射環境研4局で観測されたUV A, Bと日射
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UVインデックスの速報（社会的貢献）

サイトPCサイト

モバイルサイト

オンライン
デ タ提供

モバイルサイト

データ提供
（１７局）
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校正前後でのギャップ

S01135.05

感度変化：２００→１７８

S03024.02

約１７％減

S03024.02

5２００６年５月１６日 つくば局UV-B計交換時の様子 5



帯域UV計の校正時の問題点帯域 計 校 時 問題点

・屋外校正屋外校正
フィルターの波長依存性が一様でない
校正の季節 時刻依存性校正の季節、時刻依存性

・WMOの校正手順が存在しない
基準の統基準の統一
ドリフトの見落とし
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相対分光感度測定
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陸別観測室におけるBrewerとの比較

①帯域UV計の感度チェック
②UVAからUVBへの推定式②UVAからUVBへの推定式
③UVインデックス計算式

帯域 計

Brewer分光計

帯域UV-A計

全天日射計
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